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芸 功.郡 上J(Nt,(xpkJIN2,J(xpk J･.)i(xJ,XL,･p-(x p))










H･,-iN.,I(Ⅹp)g(xp,ⅩQ,･>(xp)IL IN2J-I(xp)g(xp･漣 (xp) (2-3-8,
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p-o r･･-f〝+dtT ･喜dt2g r (2-8-22,
となり右辺項が現在のタイムステップのみで構成されるため陽解法的な特性となる｡次に,
βが1/2の場合は,























































)一芸 劇 α-喜 (2-8-32,


































































((9 2I(Z )2)Igq-o (219-8,
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卜2 i-1 l i+I i+2













































































普 .u獣 一芸 fl (2-9-26,
により計算を行う｡式(2-9-26)を実際に解く場合には,以下のようにノ‖こ関する移流相と
非移流相に分離し,各々の効果を2段階に分けて解く手法を用いる｡
告 ･ u% - o ff→f,※移流相の計算































































∑LI･J≦IdI,(≦∑LI_lJ il-iO+1 I'=max(i,I-1)(dT.<0) (2-9-37)I三j I=L+1
jO l


































































芸 (%L)-綿 新 吉 劇 (2-9-53,
芸 胤 -孟(計 酢 芸 劇 (2-9-54,
続いて¢の自由表面接線方向微分の次タイムステップ仮借に対する更新債 QJ'は,式
(2-9-49)を接線方向に微分した次式により計算する｡














































































































p - A憲 - i(p-;雷 血 H p言 霊 - ))血 (2-1.-1,
p-A憲 -((p言 霊 + (p言 霊 &)ト pー-kg (2-I1-2,
従って式(2-ll-I),(2-1ト2)をベクトルにて一般的に表現するなら次式のようになる｡
a認 諾 ･(V･vh--lv･p-V･Z (2-..-3,p
a,Vは加速度,速度のベクトルである｡また,Zについては2次元問題の場合にはZ<0,
g2:)である｡ここで,V-∇Qであるので,aは以下のように表されるo

















































































































































i(i(VQY)-守(g)2･(A)2･許% )･悪 意 (g ) (2-.1131,
ここで,以下の関係
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1 1.00 0.01 16.01 50.00
2 1.00 0.01 10.46 32.56
3 1.00 0.01 6.87 21.20
4 1.00 0.01 4.56 13.81
5 1.00 0.01 3.09 a.99
6 1.00 0.01 2.18 5.85
7 1.00 0.01 1.62 3.81
8 1.0 0.01 1.27 2.48
9 1.00 0.01 1.02 1.62
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｣二 ._ ⊥± ● 実験値(H.Mukorら)
0 2 4 6 8 10
時rtIl(S)
(a)造波板から0.762m位置の水面波形
- 計算結果 ● 実験儀(H.Mukerら)
I-i"- ● ●● ●
0 2 4 6 8 10
時仰(s)
仲) 造波板から1.524m位置の水面波形
■ ● 日日 ‥ ●~●
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(a)オイラー法による計算結果
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(a)オイラー法による計算結果





























● DavidHilの理論値 一 一 線形理論?
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(DavidHilの理論値,矩形タンク幅 :0･9m,水深:0･6m ･ 加振周期 日42S)
84
表 3.3.1 うなり周期の計算結果
(矩形タンク幅 :0.9m,水深 :0.6m,加振片振幅 :0.002m,加振周期 1.1425)
計算方法 うなり周期計算結果 理論値との誤差
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(a)スウェイ応答時刻歴波形
- 解析 二二表｢ -~~1__二二_____｣
0 5 10 15 20
時間(ち)
(b)ヒー ブ応答時刻慶波形
- 解析 - 実験
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(a)スウェイ応答時刻歴波形
- ･解析 - 実族
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時限 S)
(b)ヒー プ応答時刻歴波形
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(a)スウェイ応答時刻歴波形
･- 解析 ~~- ~-I ｢- 実験 ト















I- 解析 - 実壊




















































































を 1.0として計算すると過大な抗力が作用する｡そこで, αu, αbとして適切な値を定め
るために,図4.4.2,図4.4.3のような簡略化したモデルを考えた｡この図に示したフィン










ボード端部流速 :UBF_-,I JT 認 享アミ.ぎ町∴ 下琵琶で郡












































0.50 1.00 1.50 2.00 2.50
波周期くさ)
図4.4.6 MSボー ドの動揺低減効果計算結果 (剛支持型,フィン高さ:吃水×0.25)
113
図4･416-4･4･8に剛支持式のMSboardを装着した場合の計算結果を示すoまず,フィン















0.50 1.00 1.50 2.00 2.50
波周期(S)
図4.4.7 MSボー ドの動揺低減効果計算結果 (剛支持型,フィン高さ:吃水×0.50)







0.50 1.00 1.50 2.00 2･50
波周期(ら)
図4.4.8 MSボー ドの動揺低減効果計算結果 (剛支持型,フィン高さ:吃水×l･0)
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0.50 1.00 1.50 2.00 2.50
波周期くさ)
図4.5.3 MSボー ドの動揺低減効果計算結果 (ヒンジ支持型,フィン高さ:吃水×0.50)
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B(m) d(m) IB(m) Fb(m) Lb(m)
CASE-1 25 5
CASE-2 25 5 10
CASE-3 25 5 lO 4.4
CASE-4 25 5 6.3 2.5 2.5
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3 5 7 9 11 13
実機換算波周期(sec)
図5.2.13透過率の実験結果及び計算結果
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0 5 10 15 20
時間 S)
図5.3.8 鉛直下方に垂れ下がった状態で水平力を付加した際のチェー ン挙動計算結果
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実+来月期(S)
(a)透遇辛の実験結果.計算結果
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⊆ ⊆ 臣 醒 宇 ⊆⊆
一一一 工 土工ニト -
己 亡 き幸 茎皇 ≡ =
(a)実機波高 1.25m







⊆ 冨 星重 要i頑 ⊆ ⊆
- - 工 臼 ユ 一ー一 一
O)実機波高 2.50m







一- ~一工 1コ二 一
⊇ 巳 至幸 璽塞 ≡ ≡
(C)実機波高 3.75m
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論文集,γol.50,pp.1日5
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